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Vemlont大学の2年間

亀山智樹＊

　Vermont州はアメリカ合衆国の北東部カナダ国

境にある小さな州です．清教徒に代表されるイギ

リスからの入植者が多かったNew　England地方の

一部ですが，北からはセントローレンス川1を経て

フランス人が入植し地名に名残が残っています．

州のほとんどはアパラチア山脈の北端を形成する

丘陵山岳地で州名はフランス語で緑の山との意で，

州の愛称はGreen　Mountain　Stateです．州の西側

は大部分がChalnplain湖に面し，対岸はNew

York州です．夏になるとNew　YorkやBostonか

らたくさんの人々が避暑にくるため，別名New

EnglandのWest　Coastともいわれています．夏に

は多くのアメリカ人がクルーザーやパワーボート

で休暇を楽しんでいます．日本ではこの説明のほ

うが分かりやすいようですが，りんごの産地で，

秋にはあちこちでリンゴ狩りが楽しめます．また

燃えるような紅葉は見事で，10月の第1週はどこ

のホテルも予約がいっぱいでした．北緯45度付近

のため，冬は長く厳しいものでした．時には氷点

下20度を下回ることもありました．それでも，富

山と違って，比較的天気はよくドカ雪はありませ

んでした．日本と違って，広いためかスキーはど

ちらかと言うとノルディックが盛んで，ダウンヒ

ルスキー場のリフトいつも空いていました．湖も

氷結し大人から子供までスケートを楽しんでいま

した．

　BurlingtonはChamplain湖畔のちいさな町です．

人口は約3万人で，AHAよりも少ないと言われ

ていました．古くは毛皮，メープルシロップ，木

材の集積港として栄えていましたが，現在では

BMとVermont大学が2大企業で，ほかには観

光関連産業があるぐらいです．Vermont大学は

Ve皿ontが合衆国の14番目の州となった1791年の

設立で，当初農学校として始まり，医学部は1822

年に設立された古い大学です．歴史を感じさせる

建物がいくつかありました．

　Burlingtonの町は夜遅くにも女子学生が町中を

歩けるほど治安の良い町でした．渡米前にはアメ

リカの治安については恐怖に近い不安を感じてい

ましたが，Vermont州は毎年Maine州と1，2を

争う犯罪発生率の低い州で，私がいた2年2ヶ月

で，発砲事件が1件で，それも恨みによるもので

した．治安の悪いところでは無差別の発砲事件が

起こり大学によっては研究室から駐車場の車まで

ボディーガードが付き添ってくれるところもある

ようです．彼らが夜遅くまで仕事をしないのは治

安面からの理由もあるようでした．

LeWinter教授はVermont大学内科循環器部門

の主任教授です．主に心臓のMechanoenergetics

を中心に研究を続けていました．私に与えられた

テーマは高血圧性肥大・不全心でのMechano一

鯉驚、瓶 騨灘鞭．

＊富山医科薬科大学第2内科

写真1　Maughan教授（左端），　LeWinter教授と

　　　筆者（中央）

Presented by Medical*Online



280循環制御第19巻第2号（1998）

energetisの解析でDahl食塩感受性ラットを用い

て収縮蛋白であるTroponinTの変化とMechano－

energe廿csの指標との関連についての検討でした．

　1995年の7月27日に渡米し，実際に実験が始

まったのが8月下旬でした．事務手続きに加え

て，動物実験：をするまえにIACUC（lnstitutional

A血al　Care　and　Use　Cornmittee）による研修が必

要で，予約をして獣医の先生から動物の麻酔や

手術の基礎など一日の研修を受けやっと許可証

をもらいました．実験はここの教室でイヌ，ウ

サギに行っていた方法をそのままラット用に小

さくしただけで，実験を手伝ってくれたDr．

Chenのおかげで手術手技的にはほとんど問題は

ありませんでした．

　Dahlラットが心不全を発症するまでの3ケ月は

ウサギを用いてCa感受性増強薬の実験：も平行し

て行いました．この実験には日本製のコンドー

ムで作った心内バルーンを用いていましたが，

ラット用にはスーパーマーケットで手に入るシ

ョッピングバッグで作ったバルーンを用いまし

た．私が来るまでの間，Chief　TechnicianのSteve

Bellが，いろいろな素材を使ってバルーンを作り，

奥さんの助言をもとに全米チェ」ンのSearsのあ

る種：のショッピングバッグを用いたバルーンを

完成させていました．このバルーンを用いると

左室容積を0．05m1以下，左室圧をほぼOmmHgに

することができ，左室の仕事が0の状態での

Mechanoenergeticsが評価できたことは重要なこ

とでした．

　この国ではTechnician制度が充実しています．

周りにも数多くいて，彼らと接する時間が多く

なります．多くの場合，彼らは今のポジション

に満足しており，新しい仕事に手を出すのはあ

まり好みません．そのため，何か新しく始める

前には，下手な英語を駆使して積極的に必要性

を説くことが大切でした．ボランティア精神旺

盛な彼らは納得さえすればしっかり手伝ってく

れました．一方，あちこちの研究室では若手の

PhDの先生が日本人も顔負けのペースで実験を

していました．結局，仕事の量では日本人はこ

れ以上増やすのが難しいのに対しアメリカ人は

十分なreserveがあると感じさせられました．

　摘出心の等容収縮実験を終えた後，BDM溶液

を用いて，顕微鏡野に鋏を用いて乳頭筋から幅

100ミクロン長さ1500ミクロンの心筋ストリップ

を切り出し，スキン標本を作成しました．残りの

心筋は冷凍保存し収縮蛋白の測定に利用しました．

標本の切り出しは生理生物物理学のDavid　Maug－

han教室で教えてもらいました．最初は一つの標

本の切り出しに数時間を要し実験終了が夜中の12

時を回る事がしばしばでしたが，最終的には3本

の標本を90分で切り出すまで上達しました。得ら

れたストリップは，微小振動入力法によるcross－

bridge　kineticsの評価に用いました．この実験系

は96年7月から始まりましたが，測定機器の不具

合と解析ソフトのバグのため，1年間測定できな

い状態でした．帰国前になってようやく動き出し

ましたが，不十分なまま打ち切りになってしまっ

たのは残念でした．長男の学校の都合で，96年4

月から単身赴任となり，見かねたLeWinter教授

が自宅に食事に誘ってくれました．その際バルー

ンの素材が優れていることからマウス用のバルー

ンを試してみてはとの提案がありました．それか

ら，バルーンの制作，実験環境の小型化を進め，

8月にマウスの実験を開始しました．最初の10例

は手技的問題で失敗しました．11例目でようやく

摘出等容収縮心標本を作成でき，心筋酸素消費量

の測定が可能でした．以後徐々に成功率が上がり

最終的には75％程まで改善されました．この手技

はさらに改良され，現在顕微鏡下でほぼラットと

同じように行われています．

　マウスでもMechanoenergeticsの評価が可能に

なったことから，帰国を4ヶ月後に控え慌ただし

い中，97年6月から遺伝子操作マウスの実験が

　　　　籔鐵灘ve　轡馬‘蒙
　　　　　　　麟扁憂　．

1雛馨
　　　蕪覇．晦窄鞠・講

写真2　コンバースホール（医学部の寮）
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始まりました．CincinnatiのJeffrey　Robbins教授

の教室から東大薬学卒の三部先生が心房型

Myosin　Light　Chainを心室で発現させたマウスを

持ってやってきました．これを使って8月末ま

での3ヶ月間摘出心のMechanoenergetics，スキ

ン乳頭筋標本のcross－bridge　kineticsの解析を行い

ました．時間がなかったのと日本人同士であっ

たことから，深夜，週末にも実験を行って，何

とかデータをまとめました．

　あっというまの2年2ヶ月でしたが，ある程度

の仕事ができました．また，外から日本を眺める

ことができ良い面悪い面が見えてきました．身に

つけた技術を日本でも継続させる事はもちろんで

すが，多くのアメリカ人に支えてもらったように

日本でも留学生，若い先生を支えてやれたらと思っ

ています．
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